第22回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2010年7月20日(火曜日）

時間:　13時30分より15時30分

接続: ビデオ（52869) + WEBEX

出席者：高富、早野、杉山、浦川、高橋、野口、道園（KEK会場）、磯山、杉本、加藤（阪大会場）栗木、飯島（広島会場）

◯道園氏よりDESY-RFGunでのRFモニターについて報告があった。

2009年11月のDESYでの資料によると, ver5と呼ばれるXFELのためのL-band RF Gunにおいて,　RFピックアップの増設が検討されている.　ver4までの空洞ではRFピックアップは設けられていないため,　空洞内の電場は反射波の計測から推測をしているが、較正に限界があり、その精度は制限されている.　一方でlong trainの運転においてバンチ密度および位相(時間）の変調が確認されており,　原因が加速RFによるものか、電子銃由来のものなのかはっきりしない. 問題点を明らかにするためには電子銃空洞へのRFピックアップを是非検討すべき.

Q: 現在STFにあるFNAL製作の空洞,　現在制作中の空洞に設けるのは困難だが, その次に製作する空洞に増設を検討するということでいいか？

A: 是非その方向でピックアップを設けることを検討すべきと思う.

Q:DESYでの状況は？

A:昨年末にRFピックアップを検討していると確認しているが、その後の状況は把握していない.

◯磯山先生より、鑞（ロウ）つけ試験について報告があった。

Pdロウによる試験を引き続き行った. 面粗度とロウの流れ具合については,　表面張力により定性的には理解できていると思う. 試験結果からは,　クリアランス等から予測されるロウが占める体積よりロウ材が多い場合に, 面間隔が大きい外側表面へのロウのしみだしが顕著であることがわかった.　面間隔が小さい内部(真空側)へのしみだしはほとんどおきていない.これは表面粗さの観測からも裏付けられた.この結果をうけて, 真空シールを5mm程度のクリアランスで鏡面加工仕上げの面当でとることとし,　1mm程度のはめあい構造として改めて試験を行う.　

Q:1mmのはめあい構造の意味は？

A:中心軸出しのため. 従来4mmとっていたが, 1mmとすることでクリアランスを小さくできて,　軸の精度も向上する. 

Q:ロウの量が過剰な場合でも,クリアランスの小さい側へのロウのしみだしは無いと考えていいか？

A:試験の結果, 一部ロウ材がでてきている部分もあるが, 面の精度によると思われる.　当たり面を鏡面加工とすることで, そのようなうまい条件ができると推測している.

Q:次回の試験の後, 空洞のロウ付けを行う予定か？

A:メーカー側はその後, 空洞と同等の大きさの試験ピースを試したいと言っているが,　費用が課題.　試験結果によっては試験の後に空洞のロウ付けを行う可能性もある.

◯栗木より、Dry-ice cleaningについて報告があった. 

DESYでは空洞内部の清浄化処理として超純水による洗浄とドライアイス(低温のCO2)による洗浄を行っているが,　42MV/mで200mA(純水洗浄）および20mA(ドライアイス洗浄）と、ドライアイス洗浄の方が暗電流の低減に効果的としている.　ノズルは天頂角で0度から90度以上まで噴射方向を変更できるようで, ビームパイプ方向から挿入して，バレル部とカソード部にも適用できる.

Q:ドライアイス洗浄の効果は由来は？

A:表面に吸着している不純物を取り除いていると思われる.　ドライアイス自体の圧力の効果と、溶媒として不純物をCO2に融解させた後に蒸発することで不純物を遊離させていると推測される.　正確なところは不明.

Q:実際にどのように進めたらいいだろうか?

A:KEK自前で施設を用意するのは難しい. DESYへ空洞を送り, 処理を依頼する予定であるが,　どの段階まで治具に取り付け可能か要確認.

次回ミーティングは2010年8月25日（火）13時30分より

文責：栗木　　　

